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IG R Newsletter, No. 2 (2002)
徳島大学ゲノム機能研究センターだより

－ ゲノム機能研究の現状と展開 －

巻頭言

　IGR (Institute for Genome Research) Newsletter [徳島大学ゲノム機能研究センタ

ーだより] の第２号をお届けします。昨年秋に創刊した第１号では、共同教育研究セン

ターとしての役割をご理解いただくべく「利用案内特集」を組み、学内外に開かれた共

同利用施設としての活動に焦点をあててご案内いたしました。共同教育研究センターと

しての取り組みや利用法がよくわかったと、関係各位から好評をいただきました。あり

がとうございました。

　今回発行する第２号では、

新しく創生された「ゲノム機

能学」の研究を進める研究セ

ンターとしての側面をご紹介

いたします。我が国のポスト

ゲノム研究を推進するために

新たに開設された研究センタ

ーとして、世界で激しく進め

られている「ゲノム機能学」

をどのように創生・推進しようとしているか現状をご紹介するとともに、国際的にも更

なるリーダーシップを発揮すべく新たに増設増員が認められた展開についてご案内いた

します。とりわけ、新しく開設される「遺伝子発現分野」と「蛋白情報分野」の二分野

について、新設の経緯を中心にご案内いたします。

　徳島大学ゲノム機能研究センターの活動に、尚一層のご指導ご鞭撻賜りますようお願

い申し上げます。

２００２年３月６日
徳島大学ゲノム機能研究センター長　板倉光夫
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『ゲノム機能学』を研究するゲノム機能研究センター

ゲノム機能研究センターの研究内容

　2001 年 2 月にヒトの全ゲノム塩基配列と約

3～４万種類にのぼる全遺伝子に関する rough

draft が報告されました。これにより、ライ

フサイエンスに関する世界の研究は、ポス

ト・シーケンス時代の「ゲノム機能学」、す

なわち膨大な情報をもつゲノムの機能を解明

することに焦点があてられています。徳島大

学ゲノム機能研究センターは、このような学

問の流れの先端にあって、社会的要求の強い

糖尿病等「ありふれた病気」の疾患感受性遺

伝子の同定、精神発達障害を起こす最も頻度

の高い疾患である脆弱Ｘ症候群の病因解明、

および免疫システムの形成機構の解析等の研

究課題を推進しています。

　ゲノムの機能を解析するためには、ヒトと

疾患モデル動物を用いて、遺伝統計学解析を

進めるとともに、トランスジェニックマウス

やノックアウトマウス等ゲノム変異動物を作

製し、個体レベルの形質解析を進めることが

重要な研究方法のひとつです。ゲノム機能研

究センターでは、疾患モデル生物として、マ

ウス以外にも、ゼブラフィッシュ、メダカ、

ショウジョウバエ、線虫、および酵母を用い

る研究を進めています。

個体レベルにおける遺伝子機能とその発現

調節機序の解明を含む「ゲノム機能学」の研

究を推進する研究施設として本研究センター

は国内で唯一です。「ゲノム塩基配列に記さ

れた情報」、「mＲＮＡレベルの情報」、お

よび「蛋白レベルの情報」を含めたポスト・

シーケンス時代の「ゲノム機能研究」を推進

する世界水準の研究拠点を目指して研究教育

活動を行っています。

二分野の増設と増築

ゲノム機能研究センターは、平成 10 年 4

月 9 日に徳島大学の学内共同教育研究施設の

組織として発足しました。平成 12 年２月 20

日に RI 研究室、セミナー・コンピューター

室、動物飼育室、ドーム研究室等を含む約

3,400m2 の施設が竣工されました。現在、遺

伝情報分野（板倉光夫教授）、分子機能解析

分野（塩見春彦教授）、遺伝子実験施設（高

浜洋介教授）、および細胞特性分野（客員部

門）の三分野一施設で構成されています。平

成13年度第二次補正予算により、約1,600m2 の

増築が認められました。また平成 14 年度概

算要求により「遺伝子発現分野」と「蛋白情

報分野」の二分野の増設が認められました。

平成 14 年度中には、既設の三分野一施設に

新設二分野を含めた五分野一施設を擁し、従

来の約 50％増の約 5,000m2 の総床面積となる

研究施設が完成します。

産学連携を含む学内外との共同研究を進める

ドーム研究室

「ドーム研究室」の概念と名称は、ゲノム

機能研究センターの設置を協議する間に、旧

文部省研究助成課から提案をうけた考え方で

す。当時既に北海道大学、大阪大学等で実施

されていた考え方で、ゲノム機能研究センタ

ーの職員自体よりは学内外との共同研究及び

産学連携の共同研究を行うための研究スペー

スをさします。この考え方は「オープンラボ」、

「貸ラボ」等の考え方と一部重複する考え方

ですが、単にスペースを貸し出す目的ではな

く、むしろゲノム機能学に関する共同研究を

推進する研究活動に用いることが原則になっ

ています。
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　現在、ゲノム機能研究センター全体として、

２階、３階、４階にそれぞれ一室ずつのドー

ム研究室があります。２階は理化学研究所、

徳島大学薬学部および総合科学部等との共同

研究に用いています。３階は１０社以上の製

薬企業等との主としてゲノム創薬の標的分子

を探索する共同研究に用いています。４階は

科学技術振興財団の若手研究者との共同研究

に用いています。したがって、我が国が強力

に推進しようとしている産学連携を含めた大

学と他の研究体との共同研究の推進に欠くこ

とのできない重要な役割を「ドーム研究室」

が確保、推進しています。

医学研究科およびその他の研究科との関係

既設の二分野一施設の担当教授は、徳島大

学大学院医学研究科に所属し、大学院生を受

入れ、学内外との共同研究を積極的に推し進

めています。加えて、薬学研究科、歯学研究

科、工学研究科等の担当講座との共同研究を

進めているため、多くの大学院学生がゲノム

機能研究センターを利用されています。

疾患関連分子のプロテオーム解析　Disease Proteomics

ゲノム機能研究におけるプロテオーム解析

　ところで、各種疾患の理解に向けた研究が

進展するにつれて、疾患に至る分子機構が当

初予想された以上に極めて複雑であるという

認識が生まれてきています。プロテオミクス

に基づいたアプローチは、病態における蛋白

質の発現量、発現の時期、修飾、細胞内局在、

さらには蛋白質 蛋白質相互作用の量的変動

を研究することを可能にし、疾患に至る分子

経路を制御する細胞因子の同定に有望です。

　ゲノム機能研究センターでは、「ゲノム一

次配列の変動、特に疾患の原因及び感受性を

規定する変異または多型」と、「その結果現

れる表現型の変動」を解析することにより、

疾患分子機序の解明を目指す『ゲノム機能

学』を推進しています。このような研究を発

展させていくためには、ゲノム一次構造の多

様性がどのようにタンパク質が構築する機能

ネットワークの多様性に反映されるかを解析

していくことが不可欠です。また、近年、蛋

白質の発現レベルは必ずしも mRNA の発現レ

ベルに対応しないことが明確になってきてお

り、蛋白質レベルでの遺伝子発現プロファイ

ルを得ることで、遺伝子発現の制御機構を研

究していくうえで重要な基盤となるデータを

得ることができます。したがって、『ゲノム

機能学』を推進していくためには「ポスト・

シーケンス」時代のライフサイエンス分野の

中で最重要課題の一つであるプロテオーム解

析が必須です。

　二次元電気泳動法と質量分析計を中核とし

たプロテオーム解析により、病態により発現

量や細胞内局在について変化が認められるタ

ンパク質のスクリーニングができ、また、得

られたデータを基にデータベース検索を行な

いターゲットペプチドを特定できます。ある

病態に特異的に動態変化を示すタンパク質は、

マーカータンパク質として診断に役立ち、さ
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らにはこのマーカータンパク質を標的として、

全く新しい治療戦略の可能性が開けます。一

方、ゲノム機能の理解を深めるには、遺伝子

の改変が容易で遺伝学的手法を駆使できるモ

デル動物を有効に用いることが必須ですが、

ゲノム機能研究センターではマウス、ゼブラ

フィッシュ、メダカ、ショウジョウバエなど

を用いて作製した糖尿病、免疫不全、遺伝性

精神遅滞症等の病態モデル動物が充実してお

り、これら病態モデル動物の発生過程におけ

るタンパク質の動態を野生型と比較すること

で、疾患の分子機序に迫ることを目指してい

ます。

プロテオミクス研究室の整備

　ゲノム機能研究センターでは、このような

ゲノム研究の動向をふまえ、昨年、1 階 RI 機

械室をプロテオミクス研究室に改修整備し、

「ゲノム多様性モデル解析事業」（経済産業

省>NEDO>JBIC 予算）により MALDI-TOF 型質

量分析計 (ABI 社 Voyager)を導入しました。

また TOF-TOF 型質量分析計が導入予定で、さ

らには平成 13年度第二次補正予算により「疾

患関連分子のプロテオーム解析による検索シ

ステム」が認められ、四重極・飛行時間型質

量分析計（Q-TOF 型）を中核とする解析シス

テムを導入する予定です。

疾患プロテオミクス

　このようにイオンソースの異なる最新鋭の

質量分析計が一堂に揃い、プロテオーム解析

システムが整うことで、ゲノム機能研究セン

ターにおいて疾患関連蛋白質の同定及びその

性状の解析のために必要な

　　　　sample preparation

　　　　　　　↓

　　　　sample processing  

　　　　　　　↓

　　　　protein analysis

　　　　　　　↓

　　　　bioinformatics

という一連の作業がすべて可能になります。

　たとえば、正常状態と比較することで疾患

状態の細胞（または組織）特異的に発現ある

いは消失、または発現亢進または減少してい

る蛋白質の網羅的同定、さらには疾患状態に

特異的な蛋白質のリン酸化等の修飾解析を高

性能・高感度で実現できます。このような解

析方法は一般に expression proteomics と呼

ばれています。また多くの蛋白質は複合体を

形成して機能していることから、疾患原因遺

伝子の蛋白質産物が形成する複合体のプロテ

オーム解析も重要な研究分野となります。こ

のような複合体構成成分の解析は、タンパク

質が構築する機能ネットワークの理解に重要

であり、一般に cell-mapping proteomics と

呼ばれているようです。

　ゲノム機能研究センターではこれら最新鋭

の器機の導入のみならず、平成 14 年度概算

要求により「遺伝子発現分野」と「蛋白情報

分野」の二分野の増設が認められたことから、

疾患関連分子のプロテオーム解析が飛躍的に

進むことが期待されます。
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お知らせ

共同利用施設としてご利用下さい

　ドーム研究室（共同利用実験室）の利用申
請は常時受け付けています。希望者は徳島大
学総務部研究協力課第二研究協力係（088-
633-9418）までお問い合わせください。利用
規則に従って、所定の利用申請書の提出をお
願いしています。
　また、本号で紹介した質量分析計はもとよ
り、ＤＮＡシーケンサ、フローサイトメータ、
共焦点レーザー顕微鏡など各種の研究機器に
ついて、センター外からの利用を歓迎してい
ます。利用申請は常時受け付けていますので、
希望者は徳島大学総務部研究協力課第二研究
協力係までお問い合せ下さい。利用規則に従
って、所定の機器使用申込書の提出をお願い
しておりす。
　なお、申請用紙などは次のインターネット
サイトからダウンロードしていただくことも
できます。
  http://www.genome.tokushima-u.ac.jp/news-2.html

遺伝子解析ソフトウェアの利用案内

　また、ゲノム機能研究センターでは、ソフ
トウェア開発社の GENETYX-SV/RC（マック用
およびウィンドウズ用遺伝情報処理ソフトウ
ェア）を学内向けに公開しています。利用希
望者は、インターネットサイト
 http://www.genome.tokushima-u.ac.jp/genetyx.html

の手順に従って申請してください。
　なお、本ソフトウェアは、徳島大学内で同
時に６人までの使用制限がありますので、使
用後はただちにソフトウエア利用を終了して
ください。

組換えＤＮＡ実験指針の改訂について

　ゲノム機能研究センターでは、遺伝子実験
施設として、組換えＤＮＡ実験の安全取扱に
ついて情報発信を行っています。
　平成１４年度も、昨年度に引き続いて組換
えＤＮＡ実験安全管理専門委員会の主催にて、
『組換えＤＮＡ実験従事者の安全取扱講習

会』を開催いたします。
　蔵本地区は長井記念ホールにて４月１７日
（水）午後３時より午後４時まで、常三島地
区は工業会館にて４月１９日（金）午後３時
より午後４時までです。
　徳島大学組換えＤＮＡ実験安全管理規則に
より、学内での組換えＤＮＡ実験には教育訓
練を受けることが定められていますので、万
障お繰り合わせのうえいずれか一方を受講し
てください。
　本年はとりわけ、３月１日づけで、文部省
告示「大学等における組換えＤＮＡ実験指
針」が全面的に改正され、新たな「組換えＤ
ＮＡ実験指針」が施行されたばかりです。講
習会でも、旧指針からの変更点について学内
規則を含めて解説する予定です。ゲノム機能
研究センターホームページでも、
  http://www.genome.tokushima-u.ac.jp/dna.html

にて新指針を公開しておりますので、どうぞ
ご確認下さい。

インターネットホームページ

　ゲノム機能研究センターでは、インターネ
ットホームページにて、随時センターの最新
情報を発信しています。
　http://www.genome.tokushima-u.ac.jp/
徳島大学のホームページ
  http://www.tokushima-u.ac.jp/
からもご覧いただけます。どうぞご利用くだ
さい。

（２００２年３月６日）


